
２０２３年度 年主題〈ともにつむぎだす～希望の中で～〉
0･1･2歳児９月主題 ｢あそぼう｣｢やりたいようにやってみる｣ 3･4･5歳児９月主題 「おもしろい｣

月のねがい 月のねがい
◎お祈りやさんびかを真似ようとする。 ◎生活の中で、心を動かし、神さまに愛されていることを感じる。

◎興味が広がり、のびのびと身体を動かす。 ◎好きな遊びの中、面白いという気持ちや、友だちといる楽しさを重ねていく。

◎神さまのお話を聞き、親しみをもつ。 ◎神さまが望んでおられる平和を祈りあい、一人ひとりに賜物が与えられている

◎保育者や友だちと一緒が嬉しくなり、自分の思いを表して遊ぶ。 ことに感謝する。

◎季節の変化に気付き、風や雲、虫や草花などに興味をもつ。 ◎残暑の中にも秋の訪れを感じ、友だちや保育者と一緒に関心を深めようとする。

セミの鳴き声が響き渡る夏も、こども園では朝から子
どもたちの「セミがいた！」「アブラゼミ？」「トカゲがい
た！キリギリスも・・・」と、虫発見の声があちらこちらで聞
こえてきます。久々に朝の自由遊びにブランコが登場した
日。早く乗りたくて順番関係なく「Ｎも！！」とブランコに
やって来た２歳のＮちゃん。友だちとの交代も、まだまだ揺
られていたくて「いや！」の連続でしたが、保育者と一緒
に次の順番を待つことに。そこで、「２０まで乗ったら交代
だね。Ａちゃんの次、Ｎちゃんだね」と実況しながら伝えて
いくと、待ちに待ったＮちゃんの番になりました。「・・・１８，１
９，２０。はい交代！」の声に、自分からブランコを降りて交
代することができました。”イヤイヤ期”の子どもたちへの
声掛けは観察と知恵と忍耐です。どうしたら気持ちをスッ
キリさせて、自分から動き始めるのか？寄り添ったり、一歩
引いてみたり。その子が動きだす"きっかけ作り"や"魔法
の言葉"を見つけながら一緒に過ごす毎日です。 いよい
よ、大きな行事が待つ２学期がスタートです！まだまだ残
暑厳しい中ですが、早速、運動会の練習が始まります。今
年度のテーマは『ぼくら探検隊』です。朝の自由遊びでは
虫探し、お散歩での猫探し・・・など、遊びながら探検隊にな
りきる子どもたちです。保育者も日々、子どもたちに届け
たい言葉と伝えたい想いを探している探検隊とも言えま
す。色々な探検を楽しみながら、一つ一つの行事やイベン
トを楽しんでいきたいと思います。
２学期も引き続きよろしくお願いいたします。

主任 伊豆元
＝子どものつぶやき＝
エピソード①
「象の鼻は長いでしょうか？短いでしょうか？」のクイズ

✨に「う～ん、細い！！」と２才児のＹ君。確かに～
エピソード②
トイレトレーニング中のひかり組。午睡前にトレーニング

パンツのお友だちはトイレに行くのですが、「なおこ先生
は今日パンツ？オムツ？」と聞くＯ君。「えっ？なおこ先
生？パンツだよ！」の声に、「ふ～ん・・・」との返事が。なお
こ先生はまだオムツだと思っていたのかな（笑）

１０月の行事予定

7日(土) 第 66回運動会
9日(月) 運動会予備日

10日(火) 振替休日(1号)
14日(土) 役員会
19日(木) 秋の遠足(3･4･5才児)
20日(金) 秋の遠足(0･1･2才児)
21日(土) めぐみ誕生会(10~12月生)
26日(木) おにぎり･ｽｰﾌﾟﾊﾟｰﾃｨｰ
28日(土) 父母会おまつりごっこ

９月の行事予定

1日(金) 始園式(1号午前保育)
5日(火) 誕生会(2 才以上 8･9月生)

12日(火) 幼保小連携公開保育
14日(木) おすもう大会(3･5才児)弁当
15日(金) おすもう大会(4才児)
16日(土) 役員会
27日(水) 運動会予行練習･弁当日

利用料見直しのお知らせ

現在の利用料額は，R3.1~12 期の所
得額によって算定されております。
R4.1~R4.12 期の市民税額における階層
の変動に伴い，市による利用料の見
直しが行われます。
９月分より保育料･給食費が変更にな
る世帯もあります。市より送付の利
用料決定通知書でご確認下さい。

遊びを通して指先機能を育む ○製作あそび

一般的に２才児時期になると、運動機能の発達にともなっ のり付けしたりハサミで切っ

て手の機能も発達し、細かい動きができる（技巧性の向上） たりと、パーツを調整しながら

ようになってきます。指先をたくさん使うと、色んな動きが 持ったり角度を変えていったり

できるようになるだけでなく、脳が刺激され、「集中力」「思 集中力を高め完成をイメージし

考力」「記憶力」「言葉を操る力」「運動機能」が発達します。 思考力が育ちます。

箸を使う、ボタンを留める、鉛筆を持って字を書くなど、

指先を使う動作は生活の中に溢れています。園ではそれらを ○ブロック・パズル遊び

遊びを通して獲得していけるように遊びを組み立てています。 いろんな形や色をはめ合わ

○シール貼り せ、完成に期待しながら、記

シールを剥がして貼るという動作を 憶力と集中力を高めていきま

繰り返すと、指先と脳の神経伝達を何 す。

度も行い集中力が身につきます。

子どもたちは 遊ぶ楽しさに支えられることで、集中力

○粘土遊び や意欲が高まっていきます。指先を使った遊びをたっぷ

こねる時は”手のひら全体を使い”細 りと楽しむことで、子どもたちの発達を促していきます。

かい部分は”指先をつかって”というよ 字が書けるようになるとか、箸を使って器用に食事を取

うように手の使い方を学んでいきます。 れるようになる前に、十分な指先の遊びも担保してあげ

たいものです。 園長
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今月の聖句 「あなたの恵みをわたしは楽しみ、喜びます。」
詩 篇 31 :7

今年の夏、第105回全国高等学校野球選手権記念大会（甲子園）は、慶應義塾高校
が大旋風を巻き起こし、107年ぶりに全国制覇を果たしました。猛暑の夏に、熱い戦いを繰り広げ
て多くの感動を与えてくれました。
とても印象に残ったのは、決勝戦を戦った慶應義塾高校の森林貴彦監督と仙台育英高校

の須江航監督の言葉でした。慶應野球の特徴は、「自由な髪形」「監督と選手の距離の近さ」
「大学生コーチが指導」などで、モットーは自由を重んじる「エンジョイ・ベースボール」でした。
森林貴彦監督は優勝を決めた後、歓喜に沸く選手たちにこういう言葉を送りました。「この優勝の
経験が、彼らの人生におけるピークでないことを望みます」。つまり、甲子園の経験は彼らが人間と
して成長していく上での一過程にすぎないこと、その経験をこれから長く続く人生の中で生かしてほし
いとの期待の発言でした。片は、惜しくも二連覇を逃した仙台育英高校の須江航監督の口癖
は、「人生は敗者復活だ」だそうです。何か成果を得られる時は負けから始まるということを教え続
けました。
高校球児たちが辛い練習の中でも、楽しさや希望を持ち続け、それを人生の糧とすることが出

来るのは、そのような素晴らしい指導者がいたからだろうと思います。「恵み」という言葉は、苦しみの
中でも楽しみや喜びを見出させてくれるものです。私たちも「エンジョイ自分の人生」「人生は敗者
復活だ」と言えるのです。 協力牧師 池田基宣


